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ヴ ィ ク トル ・ユ ゴ ー の 『サ タ ン の 終 り』
渡 辺 誠 一
1859年9月26日,ユ ゴーは叙事詩集,1詰 世紀 の伝説』La'Legendedes
si醐θs(第一集)を 刊行 したが,そ の序文 のなかで,そ の 作品 の構想 を次 の よ
うに述べ てい る。 「一種 の循環的 な作品の なかで人類 を表現 す ること。 その人
類を,歴 史,寓 話,哲 学,宗 教,科 学 な どの あ らゆ る様 相の 占とに,継 続的 に
また同時に描 き出す こ と。 これ らの様相 は,光 明に向 か う唯 …の壮大 な上昇運
動として要約 され る。 〈人間〉 とい うひ とつに して多数で あ り;陰 惨に して光
り輝 き,不 吉 に して神 聖 な,あ の偉大 な姿 を,一 種 の明暗 二様 の鏡一 この 鏡
は,詩 人 に よって夢想 され た大 きさに達 す る前に,現 世の仕事に っ きもののあ
の中断 に よって,恐 ら く砕 かれ るで あろ うが一 に写 し出す こ と。」
また同時に,こ の序文 の終 りで,叙 事 詩三部作の 作製の意 図 を表 明 し て い
る。 「後 日,こ の警 め他 の幾 つかの部分が刊行 された時,私 は この点 を信 じて
いるのであ るが,著 者 の構想 のな かで,『 詰世紀 の伝説』 を他の二 つの詩 に結
びつけ る絆 を認 め るであ ろ う。す なわ ち,「 サ タンの終 り』LaFiltdeSatan
と 『神』Dieecと。
ロ 　
さらに また,著 者 は,前 に述べ た ことを完全 な もの とす るために,「次の こ と
を予め今 か ら示 して お くこ とに何 らの困難 も感 じない。 す なわち,〈存在〉 と
いう唯〒 の問題 が,〈 人 間〉,〈悪〉,〈無限 〉 とい う三 重の様相 の もとに反映す
るあ る広 が りを持 ったあ る種 の詩 の草稿 を,孤 独 の うちに書 きあげ た とい うこ
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とである。進歩的 な もの,相 関的 な もの,絶 対的 な もの,こ うい う点で,三 つ
の歌 と呼べ るだろ う.す なわち,儲 世紀の伝mu・rサ タンの納 』,「(1神』。」)
ユゴーは,『サ タ ンの終 り』 を叙事詩三部作 の第二番 目,つ ま り,三 部作の
中心に位地づけてい る。 それは,〈人間〉(r諸世紀 の伝説』)と 〈無限〉(『神』)
の間に極めて大 きな空間的距離があ るために,そ こに両者の仲介者 が必要であ
ったか らであ る。。 『サ タンの終 り』は,〈進歩的な もの〉 と 〈絶対的な もの〉
との間にあって,〈相関的な もの〉 とな り,両 者 を接近 させ る役 目を担 ってい
るのであ る。 したが って,こ の詩集は,こ の両者が どの ように共存 し,互 にど
の ように作用 しあってい るのか を,ま た,こ の三部作が どの ような点で統一さ
れているのか を説明 しなければな らない。 この作品は,三 部作全体 を解明する
鍵であ り,独 立 した一篇の叙事詩 として研究す る場合に も,三 部作のなかで一・
番興味あ る作品であると云える。
この観点か らす ると,『サ タンの終 り」 は 『諸 世紀 の伝説』 以上に読 まれ,
研究 され るべ き存在 であ るが,ど うした訳か,『 諸 世紀 の伝説』 ほ ど読 まれて
いない し,ま た,知 られて もいない。かえって,失 敗作 として故郷 され る場合
さえある。その理 由は簡単である。 この作品が完成 してい ないか らである。
『サ タンの終 り』の刊行は,1856年4月,『静観詩集』LesContem砂lations
が出版 された折,そ の表紙 に予告 されていたが,そ の時 には,も うrサ タンの
終 り」の執筆はかな り進んでいた。 そして,1859年8月には,ほ とん ど完成 し
ていた と云える。 この 当時の ユゴーの創作 意欲は信 じ難 いほ ど激 しい ものであ
り,様 々な種類の作品 を同時に手懸けてい る。 モ ロワMaurois,Andr6は,当
時 のユ ゴーの創作活動に関 して次の・ように述べ てい る。 「ユゴーは,毎 日仕事
し・ その毎 日が幸福であった。彼 は追放に よって俗世間 との縁 を断 ち切 られた
が,不 遇 なためにか えって彼本来の詩人 の姿に たちかえ ることがで きた。・…・
1853年と1856年のあいだに,彼 は,ま す ますはげ しい創作意欲 を燃 や して,
『静観詩集』 の宗教詩のみな らず,ふ たつの神学的な詩 『サタンの終 り』 と
『神』の大部分 を書 きあげた。そ こでは,宗 教,地 獄,帝 国,空 間 と時間な ど,
あ らゆる問題が と りあげ られていたが,ユ ゴーは空想の翼 をひろげて実にのび
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のびとそれ らすべ でを論 じてい る。ユゴー以外に,よ くこの ことをな しえたの
は,た だダ ンテ とミル トンあ るのみであ ろう 。 『サ タンの終 り」の なかで,彼
は,夜 の世界への天使長の転落 を描 き,キ リス トの受難 をすば らしい詩に託 し
(2)
て歌いあげた。」
ここで,『サ ダンの終 り』 が現在の姿 を採 るまでの過程 を,つ ま り,ユ ゴー
の死後発見 された原稿(未 完)が その時 までに どの ような過 程 を経て来 たのか
を,また,そ の 内容 を も合わせ て考察 してみ ることに しよう。 これは,「 サタ
ンの終 り』がなぜ未完成 なのか を知 る手懸 りとな ると同時に,ユ ゴーの精神的
な動 きを知 る上で も極めて重要な ことであ る。 まず最初に,こ の作品の全体的
な構成 と,そ の創作年月 日を見て お くことに しょう。
構 成 と 制 作 年 月 日
『サ タ ンの 終 り』 は,四 つ の 部 分 で構 成 され て お り,そ の 各 部 分 は 二 重 の場
面か らな って い る。 つ ま り,〈 地 上 外>Horsdela7erreと 〈地 上>Surla
Terreとい う主 題 で展 開 して い るの で あ る。 更 に,こ れ らの 各 部 分 に は,〈 地
上外>1,1[,皿 の 終 り'に,そ れ ぞれ 次 の よ うな 歌 が 挿 入 され る筈 で あ った 。
つ ま り,醜 夙 の 歌 」Chan∫:desclairons,「暗 闇 の 歌 」Chantdest4nebres,
「黎 明 の 歌 」Chantdel{aubeであ る。 これ らの 歌 は,〈 地 上 〉 の 各 場 面 と,
そこで展 開 す る様 々 な禍 を,サ タ ンや神 や 天 使 に ふ さわ しい 大 き さに まで 広 げ
る筈 で あ つた 。 また,こ れ らの 歌 は,完 全 な る将 情 詩 の 形 の も とに,人 間 の 理
想 を表 現 し,人 間 か ら神 へ の 移 行 を巧 妙 に 描 き 出 す 筈 で あ っ た 。 だ が,こ れ
は,ユ ゴ ー の 計 画 だ け で 終 り,着 手 され た様 子 は少 し もな い 。
最 近 刊 行 され た 『ユ ゴ ー全 集 』Cl1ecvrescemψ1さtes,EditiOnckronologiq"e
に拠 っ て,fサ タ ンの 終 り』 の 骨 組 み と各 詩 篇 の 制 作 年 月 日を,で き るだ け 詳









































































『サタンの終 り』の執筆は,二 つの時期にわた って行 なわれてい る。つ まり・
1854年と1859年～1860年である。 この作品が二度 も中断 され たとい うことは,
ユゴーの 内部に,.何か精神的に・重要 なことが起 こっ、たに違 いない。 こ の 中断
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第一段階の創作は,ジ ・ヤそジー島 を背景に して行 なわれてい る。'この頃は,
ユゴーが交霊術に完全に心 を奪 われていた時期 であ り,彼 の魂 は,こ れによっ
て極 めて大 きな影響 を受けていた。ベ レBerret・Paulは・ 当時の ユゴーの姿
を次の ように述べてい る。 「彼(ユ ゴー)は,自 分 の哲学 が神か らも尊重 され
てい ると本気 で信 じていた。 この ような精神状態 にあ る時,彼 は,s目を半ば閉
じ,慌 惚 とした状態で,ヴ ァク リVacquerie,Augusteに写真 を撮 って もらい,
その写真の上に,雄 渾な筆蹟 で,・・〈神 の声 を聞 くヴィク トル ・ユ ゴー〉と書き
(4)
つ け て い た 。」1".'tt.・ ・.'"∴
ユ ゴー の 精 神 は,次 第 に,予 言者 た ち に あ りが ち な 状 態 に 変 わ っ て い った。
<墳墓 の 亡 霊>L'OmbreduSξpulcreは,ユゴー に」・彼 の 哲 学 の 奥 義 を徐 々
に 人 類 に 伝 授 す る'よう忠 告 す る と同 時 に〉・詩 作 に 関 す る重 要 事 項 を色 々 と教 え
た 。 その 霊 界 か らの 意 見 は,ユ ゴ ー の す べ て を左 右 す るほ どま で の 力 を持 って
い た 。 こ の 頃 出 版 され た作 品 は,三 つ の ジ ャ ンル ゴ 〈風 刺 的 な もの 〉,〈叙 事 詩
的 な もの>P〈黙 示 録 的 な もの 〉 か ら成 り立 って い る。'lll
「詩 人 は,追 放 され て,驚 くば か りに若 返 り,も う以 前 の よ うに ゾ シ ェ イ ク
ス ピァShakespeareまた は,ア イ ス キ ュ ロスEschyleと張 りあ お う な ど とは
思 っ てい ない 。 彼 が,今,同 等 に な ろ う と思 っ、て.い る入 物 は,・ホ メ ー ロス
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Hornere,ダン テDante,ミ ルbンMiltonと .呼ば れ て い る人 々 で あ る。」 ユゴ
ー は,風 刺 詩 「懲 罰 詩 集 』LesChaAtiments(1853年11月)の後,特 に,叙 事
詩 に 力 を入 れ て お り『小 叙 事 詩 』Les、、陸 坑 θsEPopees.の出 版 を計 画 してい た
の で あ る。 この 詩集 は,後 に,『 諸 世 紀 の 伝 説 』 と して刊 行 され た 。
1854年1月20日,ユ ゴ ー は,「 サ タ ンの 終 り』 の 基 礎 と・な る詩 句(288行)を
書 きあ げ,そ れ に,「 サ タツ 」Satan・とい う題 名 を与 え て い る。 この 題 名 は・
後 に,「 弩 窓 下 の サ タ ン」Satansouslavonteiと改 題 され,さ らに ま た,「暗
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闇に於 け る サ タ ン」Satandanslanuitと改 め られ,今 日に い た って い るが,
この時 の288行は ・ 次 の よ うな 部 分 で 構 成 され てい る 。 つ ま り,〈地 上 外 〉 皿 の
「暗 闇 に 於 け る サ タ ン」 工・ 丑(最 初 の6行),皿,IV,V(一 部分)}・'VI,
Yti,肌X・)皿の 部 分 と・ 〈地 上 外>Wの 「赦 され た サ タ ン」SatanPardonng
XIV,灯の 部 分 で あ る。,'・`'・ 、
「暗 闇 に於 け る サ タ ン」'も 「赦 され た サ タ ン」 も,1860年2月17日,18日に
補足 され,加 筆 され て 現 在 の 状 態 に な っ・た の で あ る が;そ の 各 詩 句 の つ な が り
は完 壁 で あ る。 この 詩 句 で は,サ タ ンの 独 語 が 中心 に な って い るの で あ るが,
その 独 白の 単 調 さ を破 るた め に,・ユ ゴ ー は 次 の よ うな 技 巧 を凝 ら して い る。 っ
ま り,1[と皿 の 間 に 「小 鳥 た ちの 歌 」ChansondesOiseaux,、皿とIEXの間 に 「星
辰の歌 」ChantsdesAstfes・・XUの後 に 「天 使 た ち の 讃 歌 」H〃mitedesAngesを
挿入 して い るの で あ る。 だ が ・ 実 際 に 書 か れ た の は;f小 鳥 た ちの 歌 」(1860年)
ばか'りで あ る。
さ らに ・ ユ ゴ ー は,こ の サ タ ンの 独 白 を 「赦 され た サ タ ン」 に まで延 長 し,
そこで サ タ ンの 問題 を解 決 し よ う と して い る。 した が って,「 暗 闇 に於 け るサ
タ ン」 珊 の 詩 節 は,次 の よ うな 詩 句 で終 り,
(6)
Jetatedanslanu輌tCemur,r6temite.
「赦され たサタン」は,次 の ような詩句で始 まる。
Lesangl。td。S。t。ndan、1'。mb,ec。ntin。 よ7)
～ ・
ユゴーは,サ タンの この独 白を通 して,サ タンの嘆 きと苦 しみ を描 き出す。
サタンは,も ともと,「 光 り輝 く額 ど 空 や生命 や人聞 を黄金色に彩 る火の よ
うな瞳を持った大天使異 あった力糟 取 遺したため天使唖 からお・う さ
れ・天界か ら地獄へ と追放 され た反逆者 であ る。彼 は、、自分 に課せ られ た特別






































だが,悪 の権化 であるサ ダンは,'やがて,悔 悟の念 に囚われ,苦 悶状態 に陥
る。彼は,羨 望 と憎悪 と後悔 と希望 ・(神への挿接ゴ 已め温情 か ら生 じる苦悩 と



















































この苦闘は,サ タンが神 を愛 してい ることを示す ものであ る。 もし彼 が,神
の先金な る敵 であるな ら,そ して,も し彼が,神 に対 して,現 実 に死刑執行 を
行なえる存在で あ るな ら,恐 ら く彼 は,こ れ ほ どまでに苦 しまなかったであろ
う。 サ タンは,「 もし神 を愛 してい なか ったな ら,お れは苦 しまなか ったろ う
に。」,「もし幸せだ った ら,お れは呪 うような ことは しなか っただ ろ うに62)と
嘆息す る。
ユゴーはい『レ・ミゼ ラブル』LesMiserables'(1862年)の中で,こ れ と全
く同 じ主題 をふたたび取 り扱 うことになる。 それは,人 間社会・か ら追放 され
て,地獄墜ち した人間,一ジャン ・・ヴ ァル ジャ ンValjean,Jeanの中に現 われて
いる。
ジャン ・ヴ ァル ジャツ は,'他人 に よって長年 培われ て きた憎悪 を心 の底 に刻
み込み,他 人への復 讐 を誓 って 社会に戻 り,悪 の行為 に徹 しよ うとす る。Tジ
ャン ・ヴァル ジャンは暗闇のなかにい た。彼は,暗 闇の なかで苦 しんでい た。
彼は暗闇のなかで憎んでい た。 自分の前方 を憎 んでいた と云え る。彼は,い つ
も,この闇のなかで,'めくらの ように,ま た夢 を見 てい る人の ように手 さ ぐり
(13)
をしなが ら生 きていた。」 だが,彼 は,そ こで,神 の ような ミリエルMyriel司
教に遭遇す る。 この ミリエル司教の姿は,そ の後,光 明 とな って,ジ ャン ・ヴ
アルジャンの前 に何時 も出現 す るめ であるが,そ の度 ご とに,彼 は,サ タンと
同じように,何 時 も,悪 の砦 ともい える傲慢 さを対抗 させ る。だが,「 知性 が
めざめて,こ の禽獣 の ような行為 を見 た とき,ジ ャン ・ヴァル ジャンは苦悶 の
あまりあ とず さ りし,恐 怖の叫 び を発す るのだ った。」 「....._この司祭の赦 し
は・これ までに 自分の心 を動揺 させ たい ちばん大 きな襲 撃であ り,い ちばん恐
るべき打撃 であ る6も しこの寛大 さに さか らえば,自 分の頑 な心 は決定 的な も
のになって しま うであろ う。今 ここで負けて しまっては,あ れほ ど長年の聞,
他人の仕打 ちに よって自分の心 を満た"して きた憎悪の念,自 分 の気に入 ってい
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たあの憎 悪の念 を捨 てて しまわなければな らないだろ う6こ ん どこそは,'勝つ
か負けるかの勝 負であ る。 その戦いが,規 模の大 きい決定的な戦い が,自 分の
(i4)
邪 な 心 と あ の 人 の 善 良 さ との 間 で 始 ま っ た の だ 」
この 戦 い は,ミ リエ ル 司教 と ジ ャ ン ・ヴ ァル ジ ャ ン との,神 と サ タ ン との,
ユ ゴ ・二 自身 と悪 との 戦 い で あ る とい え る。 つ ま り,ジ ャ ン ・ヴ ァル ジ ャ ン も,
サ タ ン も,ユ ゴ ー も,同 じ よ うな 苦 悩 と襖 悩 に 取 りつ か れ,そ れ と戦 う被 追放
者 な の だ 。 彼 等 は,い ず れ も,暗 闇 に 落 ち こみ,悲 惨 の 深 淵 を さ ま よ って い る




それは,ジ ャン ・ヴ ァル ジャンの叫びであ'り,ユゴー 自身め絶叫 であるめだ。
ところで,ユ ゴーの理想は,地 上の全存在物 が自分の内部にある悪の要素を
善の要素で打 ち負か し,す べてが,「 悪か ら善への,.不正 か ら正義への,虚 偽
か ら真実への,L夜か ら昼への,欲 望か ら良心への,腐 敗か ら生命への,獣1生か
(16)
ら義務への,{地獄か ら天 国へ の,虚 無か ら神への前進」 となることであった。
}日発点 は物質 だが,到 着点は魂 となること乳最初 は七頭蛇 だが,最 後は天使に
な ることであ った。 ユゴーは実生活 に於 て も,「 いっ も光明に向 って人類が前
`(17)
進ず る」の を支持 し,そ の実現 に生涯 をかけていた。 「 前進!こ れが
進 歩の言葉です。 これは芸術の1叫びで もあ ります。ITE(行け)あ なた
は前進 す るのです。 あなたは新 しい戦懐 を創造す るのです。 芸術 は先金
化 され ることはあ りませ ん だが;芸 術 の地平線 を移動 し:さ ら に上が
り,さ らに遠 くに行 き,・前進 しなければな りません。詩人 は唯一人で進むこと
はで きませ ん。人 類 も移動 しなければ ならない のです。 だが ら,人 類の歩みは
芸術 の歩み その もの なのです ゆえに,〈進歩〉 に栄 えあれ6
わた しが現在苦悩 し,・死 をも辞 さない覚悟で お りますのは,〈 進歩〉・のため
一(18)
な の で す 。」 、 〒 ・
ユ ゴ ニ は,実 際,・自分 の 抱 く人 類 の 無 限 の進 歩 や,理 想 主 義 社 会 の 建 設 が可
・-12一
能であ る と心 底 か ら信 じて い た の で あ.る・ 物 質 を征 服 す る こ と・ こ れ が 第 一 歩
であ る。 理 想 を実 現 す る こ と,こ れ が 第 二 歩 で あ る 。 た と え ば それ が 不 可 能 と





この世 に は 永 遠 の 懲 罰 は 存 在 せ ず,サ タ ンが 赦 され る よ.うに,前 世 か ら'罰せ
られ た世 界 も い つ か は 赦 され るの で あ る6「 赦 しは 人 間 の 義 務 で あ り,.神の 権
利で あ る」 の だ か ら。 つ ま り,..〈進 歩 〉 の 極 限 に 於 て は,も は や く悪 〉 の 存 在
は認 め られ ず,至 善 の 世 界 が 訪 れ る の で あ る 。,.'・:,
した が っ て,サ タ ン も ジ ャ ン ・ヴ ァル ジ ャ ン も,地 獄 か ら抜 け だ し,光 明 の
世界.に入 ろ う と 努 力 す る・。 ユゴ ー は,暗 闇 か ら光 明 の 世 界 に 移 行 す る 様 子 を,
『サ,タンの 終 り」 に 於 て も,『 レ ・ミ ゼ ラ ブル 」 に 於 て も,極 め て 巧 み に 描 き














「そして同時に,こ の幻覚 を通 して,彼 は,神 秘 的な深みのなかに,光 のよ
うな もの を見てい たが,最 初彼は,そ の光が松明だ と思 ってい た。 さ'らに注意
深 く,彼 の意識に現われた この光 を見つめている うちに,彼 は,こ の光が人間
の形 をしていて,そ の松明があの司教であることに気 づいた。
彼の意識は,こ の ように 目の前に置かれた二人の人 間,司 教 とジャン ・ヴァ
ルジャンをかわ るがわる眺めた。後者 の姿 を溶 か して消 して しまうために甘,
どうして も前者が必要であった。 こうい った忘我状態に よくあるあの不可思議
な効果に よって,彼 の夢想が続 くにつれて,司 教 の姿はだんだん大 きくな り,
彼θ)目に光 り輝 いてい た。一方 ジャン ・ヴァル ジャンはだんだん小 さ くな り,
薄れ ていっ た。 しば ら くす ると,彼 は もう影に しかす ぎな くなった。突然,彼
の姿は消 え失せ,・司教だけがあ とに残 った。 この生涯 とこの魂の上
(21)
には,柔 らかい光が さしてい た。」1
1854年頃tErサタンの終 り』'に対す るユゴーの情熱は大変激 し く,こ の作品
が未完 で終 るな どと,と て も信 じられ ない ものであ った∴ユゴーは,「 暗闇に
於け るサ タン」 と 「赦 され たサ タン」 を基調 として,『 サ タンの終 り』 を開始
したのであ る。
1854年2月,ユ ゴ ー は,ニ ムmデNemrodの 挿 話 に着 手 し,そ の 日の うち
に,「 剣 」leGlaiveの1,II,・]旺の 部 分 を完 成 して い る 。 こ れ らの 部 分 は,
『サ タ ンの 終 煽 の 第 一一編 を構 成 す る の で あ る が,ヒ ム ロ デは,こ の 年 の1月
に 〈テ ー ブル 〉 か ら示 され た ば か りの人 物 で あ る。
1月29日,日 曜 日,〈墳 墓 の 亡 霊 〉 は 次 の よ うに 語 っ た 。 「ハ ンニ バ ル ど ニ ム
ロ デ は,そ れ ぞ れ の 懲 罰 を受 け て い る。 ニ ム ロデ は 殺 人 を犯 し,ハ ンニ バ ルは
憎 悪 した 。 懲 罰 され た魂 に は,す べ て弱 点 が あ る もの だ が,こ の 二 人 の 弱 点 は
傲 慢 さで あ る。 ニ ム ロデ は つ ね に 角 笛 の 音 を聞 き,ハ ンニ バ ル は ラ ッ パの プ ア
ン フ ァー レを 聞 く。 一ー iJtj"Ill,"〈おれ は ラ イ オン を震 え あ が らせ た の だ〉 と 自分
に 云 い 聞 か せ,他 方 は,〈 お れ は 鷲 を逃 亡 させ た の だ 〉 と独 語 を云 う。 彼 等 は,
ふたたび神の もとに戻 るであろう。この二人の偉大な猟師ほ,最 終的には,鳩
一14-一 ・・..・
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にょって捕え られ るであろうb」 ・'・
1854年3月25日か ら4月 にかけて,「す ると夜 がで きた」ETNOXFACTA
ESTが 完成す る。 これは,r聖書』(「創世の書」)の最初の一・部分 「光 あれ,
すると光がで ぎた」FIAT・LUXIETFACTA・ESTLUXをもじった言葉 であ
り,悪の始 ま りを暗示 してい る6・
この部分は,『 サタンの終 り」 の序詩 をなず もの であ り,大 天使 が夜の世界















4千年 も前か ら,深 淵への落下 を続 けてい る大天使は,や が てサ タンとな
り,相変 らず傲慢な態度 を示 しなが ら,悪 の種子を播 ㎡き続ける。 その途中,彼
は自分の翼か ら羽 を一枚落 とす が,こ の羽は,後 ほ どリ'ベルテLibert6乏い う
天使とな りこの詩篇の重要な役割 を果たす ことになる。∴ ∴ ・
深淵に落 ちる大天使の翼か ら天使 リベルテが生 まれ る と い う思考は,た ぶ
一15一
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ん,『 エ ロ ア』Eloaと 「自由 の 遺 言 』Testamentdelalibert6の結 合 か ら生 じ











「す ると夜がで きた」で述べ られてい る悪の問題は,そ の年の10月に なうて,
「闇 の 口 の 語 る こ と」Ce.quedit.labouched'ombreの理 論 とな ρ て 完 成 す る
が,ユ ゴ ー の形 而 上 学 的理 論 の,ま た は,.秘教 的 宗 教 の 根 源 とな る と同 時 に,
そ の 中心 的 思 想 とな る もの で あ る。 ・「闇 の 口 の 語 る こ と」、は,.悪の 根 源 に関 し
て 次 の よ うに 述 べ て い る。・.'.・ 、
「神 は 重 さ を持 た な い もの き り創 造 しな か った 。 彼 は そ れ を輝 か し く,美 し
く,清 らか に,神 々 しい もの と した 。 だ が不 完 全 に 。 そ うで な け れ ば,被 造物
は 創 造 者 と同 じ高 さ,同 じ類 と な り,そ の 完 全 さは 無 限 の な か に 没 し,神 と湿
り,神 と溶 け合 った で あ ろ う。 その 創 造 は,・明 るす ぎて神 に 帰 り,存 在 しな く
な った ろ う。 予 言 者 が夢 想 す る聖 なる 想 像 は,存 在 す るた め に,お お,何 とい
(26)
う深奥 さ!不 完全でなければな らなかった。」 神は 自分の霊魂の一部 を切 り
離 し,そ れ を被造物 に与えて,被 造物の原動 力とな した。っま り.自分の分身を
送 りこんで,被 造物 を神的な ものに したのである。だがそれは 「不完全に」と
い う条件つ きであ った。
神が被造物 を産み出 した瞬間は,す べて崇高 な光に包 まれ,す べて静穏 善
良,真 実,至 純か ら成 る強烈な光で充満 してい た。 「黄金の雪崩は蒼 空で崩れ
一一16一
ていた。慌惚 とした大地の奥底では,EI光が炎 となっで,生 命の燦燦 と輝 く遠
方を真赤に染めていた。」「夜は巨大 な空に溶けこんでいた。 そこでは・怯 える
もの もな く,涙 す るもの もな く,苦 しむ もの とてない。」・「さて,・最 初の過ち
は,最 初の重 さであった。神は苦痛 を感 じた。重 さは形 をとったひ そして捕鳥
脅が震え羽撃 く小鳥 を引 っ掴み,逃 れ去 るように,被 造者 は恐れ戦 く天使 を墜
落の道連れに して,落 下 した。悪が生み出 された。 やがて,す べてが重 さを持
(27)
っようになった。」か くて,被 造物の なかに悪が生 じた 。 これはレ 被造物すべ
てのなかに神 の分身であ る霊 と,悪 である物質 とが,つ ま り,善 と悪 とが同居
することになづたことを意味す る。 これは一見,ゾ ロアス トラZoroastreの
〈双生児〉的な善悪 を思わせ る原理 であるが,カ バ ラ教Lacabaleの教 義に
基づいた ものであ る。:』'一 ∵
この悪に関する問題は,そ の発表順位か ら考察すると,「す ると夜がで きた」
はユゴーの死後の1886年であ り,「 闇の口の語 ること」は1856年であるか ら,
完成 された作品が先で その きっか↓ナとな った作品が後が ら公表 された とじ・う
結果 に な る。 し た が って,読 者 の 側 か らす れ ば ヂ 「闇 の 白の 語 る こ と」 を 読 め
ば,「 す る と夜 が で きた 」 を読 む 必 要 は な く,「 闇 め 白め 語 る こ と」 だ け が 重
要な作 品 だ とい う こ とに な る。 だ が,ユ ゴ 一ーは ㌧ 『ザ タ ンの 終 り』 の 完 成 に情
熱 を注 い で い る 。 彼 は 何 か 他に,特 別 大 きな 意 図 を抱 い てい た の で あ ろ う。 こ
の頃,『 サ タ ンの 終 り』 の 総 体 的 な構 想 は ま だ で きあ が って い な か った が,「 暗
闇に入 る」L'E〃trgedansl'ombre(LhPremiさrePage,1.)'(4月7日)と「暗
闇か ら出 る」LaSortiedel'embre(LaPremiさrePage,1[),(4月12日)'が
完了 した 時,は じめ て,作 品 全 体 の 構 想 が ま と ま り,そ の 筋 立 が 統 一 され た の
であ る。 つ ま り,〈地 上 外 〉,〈地 上 〉とい う二 つ の 筋 立 て で 作 品 を展 開 させ る。
この二 つ の 場 面 は,詩 句 が進 む に つ れ て,交 互 に 出 現 しな け れ ば な ら な い 。
〈地 上外 〉 で は,そ の 行 為 は く墜 落>1aChute,<後悔>leRepentir,〈清 い>
leRachatとい う'三段 階 で 構 成 され な けれ ば な らな い 。 〈地 上 〉 で は,人 聞 の
歴史 が 展 開 され な けれ ば な らな い 。 だ が 。 それ を どの よ うに 表 現 した ら よ い
か?ユ ゴ ・ー一は,次 の よ うな構 想 を練 りあ げ た 。 つ ま り,〈 地 上 〉 の展 開 を5
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つの場面に区分 したのである。<洪水>1eD白luge(罪悪)一 くバベル>Babe!
(不調和)一 〈ニムロデ〉(戦争)一 くイエス>J6sus(十字架)一 〈バスチv-一・
ユ>laBastille(自由)。
ユゴーは,イ エス ・キ リス トの死 を頂点に して,そ こか ら人聞の 自由が生ま
れ るとい う内容 を考 えていたのであ る。彼は,キ リス トの受難 とバスチーユ攻
略 とを結 びつけたのであるが,そ の着想は誠に卓越 した ものである。
ユゴーは,1859年に,人 類の歴史 を描いたr諸 世紀の伝説』 を刊行するが,
この叙事詩 では,当 然,こ の キ リス トの受難 とバスチーユの問題が大 き く採 り
あげられ る筈であ るが,全 くとい って もよい程,取 り扱われていない。このこ
とは,ユ ゴーが,『諸 世紀の伝説』 とは全 く別に,『サタンの終 り』 を,一 つの
作品 として完成 させ ようと目論 んでいた ことを示す ものであろつ。
〈地上〉の劇は,す べてカインCainの罪に結 びつけられてい るが,そ の結
末の崇高な る簡潔 さには驚嘆すべ きものがある。
カインのアベルAbel殺しは誰で も知o.てい るが,ユ ゴーに よれ ば,カ イン
はアペル を殺 すのに3つ の武 器を用いた。つま り,〈釘〉 と 〈棒〉 と く石〉 で
ある。カインの罪 を生みだ したこの3っ の武器は,人 間の歴史 を3っ の段階に
区分 し,戦 争,狂 信,潜 主政治 とい う3っ の圧制的存在 を生みだす とこに な
る。 〈釘〉はニムロデの剣 とな り,〈棒〉はイエス ・キ リス トの十字架 となり,
〈石〉は バスチーユの牢獄 とな るのである。
ユゴーは,大 洪水 と,そ れ以前の堕落 した人間の姿 を描 きだすが,特 に,大
洪水によって も,邪 悪 な ものがまだ厳然 として存在 してい ることを強調する。
悪 を絶滅す る筈の大洪水 も,悪 の胚種 までは滅ぼす ことがで きないのである。
つま り,ユ ゴーは悪の原動 力となるイジス ・リリトIsis・Lilithを創造 し・カイ
ンの隠 した3つ の武器 を彼女に掘 り出 させ るのである。
イジス ・リリ トは,カ バラ教 とユダヤ伝教 タルムー ドTalmudとの結合か
ら生 まれた娘 であるが,「 アダムが蜜の前に苦味 を,天 空の接吻の前に深淵の
接吻を味わうよう{雷暗闇から造 咄 されたサタンの娘噛 る.微 は〈宿命〉
を象 徴 す る ヴ ェー ル を か ぶ り,イ ヴEveが 出 現 す る前 に は,ア ダ ム と褥 を と
一18一
もにす るとい う悪魔的要素の結集であ り,悪 その ものであ る。彼女の力は強力
官 一旦捉 えたら最後,.どんなことが起 ころ うとも決 して放 さない。 そ の た
(29)
め,す べてが崩壊 し,堕 落 し,「人間は人 間の血で体 を洗 う」 ような世界 が訪
れる。人々は希望 を失い,絶 望 に陥 り,偶 像崇拝へ と走 った。
(30)
Cestempsnoirsadoraientlesp㏄treIsis・LMth,
この迷信的風習であ る偶像崇拝は,ユ ゴーに とってはゴ最 も忌避すべ き問題
であった。ユゴーは,人 間に悪 を もたらした最 も大 きな原因が この偶像 崇拝だ
と云 うのであ る。つま り,人 間の神 に対す る誤 った思考 が偶像崇拝 を産みだ し
た訳であ るが,無 知であ る人間は,そ れ を通 して,神 聖 な光 を自分の内部で故
意に暗い もの とし,物 質 を作 りだ したので ある。 この腐敗 した人間に神 の怒 り
が爆発 し,大 洪水 とな るのである。
この大洪水 によって,世 界は生 まれ変 わった訳 であ るが,そ れ は完全に純化














1854年5月8日,ユ ゴ ー は ニ ム ロ ドの 挿 話 を完 了 す'る6『 聖 書 』 に よれ ば,
ニ ム ロ ドは ・ ノア の 曽 孫 カ ム の 孫 に あ た るが ,「地 上 の 最 初 の 勢 力 者 で あ った。
か れ は,主 の み ま え で 強 い か りゅ う どだ った の で,〈 ニ ム ロ ドの よ うに 主 の み
ま え に 強 い か りゅ う ど〉 とい う こ とわ ざが は じ ま っ た 。 か れ の 王 国 の は じま り
は 戸 セ ン ナ ア ル の 地 方 の バ ベ ル,エ レ ク,ア ッカ ド'とカ ル ネ で あ る 。 この 地 方
か ら ニ ム ロデ は ア ッス ル に 来 て,ニ ニ ヴ ェ,レ ポ ポ ッ ト ・イ ル,カ ラ ハ,そ し
て 偉 大 な 町=ヴ 三 と カ ラハ との あv・だ に あ る レセ ン をつ くっ た。Fi2)
一・.ユゴ巨 に よれ ば,二.ム ロ ドは,.カ イ ンが ア ベ ル を打 ち 殺 し た 青 銅 の 釘 で剣 を
作 り,それで全人類を支配するが,こ の剣は暴君の高慢と残虐性 を象徴する。
また,ニ ム 『 ドの存在は,地 上の征服者 であ り,戦 いの象徴 である。 したがっ
でrサ'タ ンの終 り』・では,大 地の 占領にあ きたニ ムロ ドが○今度は,・天空を
征服 しようと試み るめ である。、
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ニム ロ ドの この .ヒ昇 は,、サ タ ンの 下 降 と完 全 に 対 応 す る もの で あ'る。'つ ま
り,蒼 空 へ の 上 昇 はi暗 闇 へ の 落 下 と同 じ く,無 限 で あ り,驚 嘆 すべ ・き突 発 的
な出来事 で充 満 して いる の で あ る。・ ・ ・ ・ ….・'・ 一
ニ ム ロ ドは カ イ ンの 再 来 と して表 現 され て・い るが ,・彼 に は,サ タ ンに 於 け る
イジス ・ リ リ トと同 じ く,ザ イ ムZalmと い う雷 官 が い る6彼 は 自分 で は 行 動
に移 らない が,な す べ き悪 事 を主 人 に教 唆 す るの を仕 事 と・して い る6ニ ム ロ ド
が宇宙 の 征 服 に の りだ す の も,ザ イ ムの 教 唆 の 結 果 で あ る。
・ニ ム ロ ドは計 り知 れ な い 上 昇 の 後 ,'天頂 に 向 か って 矢 を放 つ が,雷 に 打 た
れ,地 上に 落 ち て死 ぬ 。 その 落 ちた 場 所 は,ち ょ う ど,地 上 で最 初 の 殺 人(カ
インの 弟 殺 し)が 行 な わ れ た所 で あ'る。 ニ ム ロ ドの 後 を追 っ て,ま もな く,彼






























ユ ゴー は,ーこの 最 後 の 部 分 で か な り躊 躇 した よ うで あ る。 次 に挙 げ る ヴ ァ リ
ア ン トを見 れ ば,当 時 の ユ ゴ ー の た め らい が は っ き りと解 る。.この た め .らい
は,修 辞 学 的 な 問 題 ば か りで な く,ユ ゴ ー の 内 心 に 生 じた 思 想 的 な 問 題 が基 因



































この 部 分 に 関 し,レ オ ン ・セ リエCellierLeonは;次の よ・うに 述 べ てい る。
「ニ ム ロ ドは 神 に傷 を 負 わ せ た と断 言 した後 で,コ ・ゴ ー は,あ え て これ 以 上断
定 的 な表 現 を行 な わ な か った 。彼 は 次 の よ うな疑 問 形 の 表 現 を採 るに 留 めてい
る。 つ ま り,〈彼 は 神 に 傷 を 負 わ せ だ の か?〉 と。 ジ ャ ン ・ポ ー ルJeanPaul
か ら ネ ル ヴ ァルNervalに至 る ロマ ン主 義 的 作 品 の な か で,大 き く見 開 かれ た
神 の 眼 の 穿 たれ た 眼 窩 は,ユ ゴ ー を恐 怖 させ る。 それ に,'こぞ ん じの よ うに,
『レ ・ ミゼ ラブル』 の な か で,彼 は)ネ ル ヴ ァ『ル が 神 は 死 ん だ と云 うの を聞い
て,唖 然 と して しま った,乏 述 べ て い る 。 ・・一'・
ユ ゴ ー に と って,愛 は,ど ん な 暗 黒 時 代 に 於 て も,人 間 か ら廃 され る こ とは
な い が,そ れ と同様 に,決 して神 か ち 廃 され る こ とは な い の だも それ は,:憐れ
な人 や 賎 民 が,彼 等 は 完 全 な る愛 の 対 象 で あ る の だ が,自 分 自 身 の 苦 しみ を喜
ん で 受 け入 れ な が ら,邪 悪 な社 会 の た め に 祈 って い るか らで あ る。 癩 病 患 者 は
明 らか に キ リス トの 変 な の で あ る。'∵ ㌧ 一:一 、…
ニ ム ロ ドの 結 末 に 於 け る この 鰭 躇 は,何 力丹 もの 間;詩 人 の 心 に 生 じて きた
様 々 な 問題 の 一 局 面 を示 す もの で しか な い 。 っ ま り,悪 の 源,善 と悪 の 関 係,
懲 罰 と赦 しの 必 要 性,魔 術 師 の 役 割,〈 謎 〉 に 直 面 す る危 険 性,神 の存 在 と不
(36)
在,〈 テーブル〉の口授が幻想的な対位法 として伴 う瞑想 である。」
1855年3月8日,〈テーブル〉は,次 の ように口授す る。「 神は香水の
入 った巨大な甕であ り,被造物の足 を永遠に洗 う。被 は,あ りとあ らゆる方法
で,赦 しを広 く行 きわた らせ,懸 命にな って人聞 を愛 している。、彼は,人 の罪
を赦すことに努めてい る。過去の福音書 は,〈地獄に堕 ちた人 々よ〉 と言 った。
(37)
未 来 の 福 音 書 は,〈 赦 され た 人 々 よ〉 と言 うで あ ろ う。」 ・・…
この くテー ブ ル〉 の言 葉 に,ユ ゴ ー は,「 わ た しは 『赦 され た サ タ ン』 とい
う詩 集 を作 制 して い る」 と答 え てい る。 この 詩 集 は,後 に 「サ タ ンの 終 り』 と
改 題 され る の で あ るが,ユ ゴ ー は,こ の 交 霊 術 の 会 の後,・次 の よう な ノー トを
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とってい る。「『赦 されたサ タン』 とい う詩は,ち ょうど1年 前の1854年3月に
開始 された。 そ して現在わた しは,そ の%を 書 き終 えてい るが・ この仕事 は・
(38)
去年の夏,『静観詩集』 に よって中断 された・」
ユゴーが 『サ タンの終 り』 を中断 したのは,『 静観詩集』 を完成 させ るため
ばかりではな く,他 に大 きな理 由があ ったのであ る。.もし・ユゴーに,『サ タンの
終り』 を書 き続 ける意図があ ったな ら,多 分彼 は 『静観詩集』 と同時 に 『サ タ
ンの終 り』 も完成す ることがで きたで あろ う。 とい うの も,実 際,ユ ゴーは こ
の頃,『 静観 詩集』の詩篇 と同時にs'『精神の 四方の風』lesQuatreVεntsde
1'esPrit,『海に働 く人 々」lesTravailleursdelamer・の各詩篇 を数多 く書い
ているのであ るか ら。
『サタンの終 り』 を中断 した一番大 きな原因は,〈 テーブル〉か ら出現 した
〈墳墓の 亡霊〉にあ る。 『サ タンの終 り』は,こ の頃 までにはプ かな り捗 って
いたのであ るが,〈 墳墓 の亡霊〉が ユゴーにその出版を思い止 まるよう忠告 し
たのである。
1855年1月4日,ユ ゴ ・ー一ー一は ジラル ダ ンGjrardin,Delph▲11edeに次 の ような
手紙を書いてい る。「〈テーブル〉は,実 際,色 々 と思いがけない ことをわた し
たちに伝えて居 ります。ですか ら,で ぎれ ば,あ なたに直接 お会い して,お 話
をし,あ なたの手や足 や翼に接 吻を したいの ですが!20年 前か らわた しに よ
って企て られ,半 ば書 き終 ってい る宇宙進化説 は,す べて,素 晴 らしい広が り
を持ち,〈 テー ブル〉 に よって確固た る もの とな ってお りますが,こ の ことに
つきまして は,も う,.ポー ル ・ムー リスMeurice,Paulがあなたに お伝 えいた
しましたで しょうか?わ た したちは,今,追 放 とい う景観 を一変す る神秘 的
な領域のなかで生活致 して居 ります。わた した ちは,今,あ なたの ことを考え
て居 ります,こ の窓 がひ らけたのは,あ なたの お蔭 なのですか ら。〈テーブル〉
は,わ た したちに,沈 黙 と秘 密 を守 るよう命 じて居 ります。'したが って,あ な
たは,『静観詩集』のなかに,2つ の細 部 を除 いては,〈テー ブル〉 か ら生 じる
ものを何 も見 出せない で しょう。 その2っ の細部 ぱ大変重要 な ものであ り,実
(39)
際,わ た しは,そ れ らのために公表の許可 を求 めたほ どなのです・」
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ユゴーは,最 初か ら,こ の くテーブル〉の語 ることには,か な り忠実に従っ
ていたのである。
1856年4月23日,「静観詩集』 が刊行 され,驚 異的な成功 を博 すが,そ の裏
表紙には,『 神』 と 『サタンの終 り』 の刊行 が予告 され てい る。 ユゴーは,
r静観詩集』に関 しては,文 字の扱い方か ら製本の扱いに至るまで細心の注意
を払い,校 正にあたっては,一 字一句について うるさく文句 をつけた と云われ
てい る。表紙について も同様 であ る。「裏側の刊行予告 では,『神』 を非常に大
(40)
きな字 に し,〈 ヴ ィ ク トル ・ユ ゴ ー〉 を非 常 に 小 さ くす る。」 等 々,か な り技
術 的 な 面 に ま で も気 を配 っ て い る。 「サ タ ンの 終 り』 と 「神 』 の 刊 行 予 告 に,
ユ ゴ ー が これ ほ ど熱 中 して い るの を見 る と,こ の 両 詩 集 が完 成 しな い な どとど
う して想 像 す る こ とが で きるで あ ろ うか?
1856年10月7[1,オー ギ ュ ス ト ・ヴ ァ ク リは,ポ ー ル ・ム ー リス に 宛 て た手
紙 で,次 の よ うに 云 っ て い る。 「彼(ユ ゴ ー)は,『 神 』 と 「サ タ ンの 終 り』の
仕 上 げ を して い る。 現 在,彼 は,我 々 に 何 も読 ん で 聞 か せ な い が,朝 の5時 に
(41)
は 目を覚 まし,仕 事 を始めてい るd」
だが,実 際には,1"サタンの終 り』の執筆はほとん ど続け られておらず,『神』
の一部分が書かれたにす ぎない。
1857年3月17日,〈親愛なる亡命者の友〉であるエツェルHetzelはユゴー
に手紙 を書いて,「『神』 と 『サ タンの終 り』 の ような詩集は,『 静観詩集』が
(42)
や りこめて しまったすべての敵 を待伏せ させることになる」 と して,『神』 と
「サ タンの終 り』の刊行 ゑ ここしば らくのあいだ見 あわせ るように勧めてい
る。 「もしその ような黙示録めいた、ものを出そ うものな ら,ユ ゴーの敵は待っ
てい ましたとばか りそれにいいがか りをつけて, ,<ジョク リスまでバ トモス島
へ〉送 りかえして しまお うとす るにちがいなか ったか らである。エツ ェルは,
哲学詩を忌避 した代償 に,13世紀か ら19陞紀にい たる歴史 の壁画 『小叙詩」の
構想 を発展 させ るよ うユゴーに進言 していた。ユゴーの詩には,抑 え きれない
感情の躍動,奇 抜 な着想,崇 高な美 しさがあることか ら見て も,'彼の才能が叙
(43)∴
事詩 を書 くことにあ ったのはあ きらかであうた。」
-26一
3月19日,ユゴーは,エ ツェルの進言に対 して,次 の ように返事 を書いてい
る。 「…… 「静観詩集』 と,r神』,『サ タンの終 り』 との間に何 か を入れ ると
いうあなたの ご意見に,わ た しは全 く賛成です。 それは散 文に した らよいので
しょうか?韻 文に した らよいので しょうか?わ た しは,ま だ迷 って居 りま
(44)
す。」
したが って,ユ ゴ ー は,こ のr小 叙 事 詩 」(「諸 世 紀 の 伝 説 』)が 完 成 す る ま
で,『 サ タ ンの 終 り』 に は,少 し も手 を触 れ な い こ とに な る 。
i859年～1860年
1859年9月26日,r諸 世 紀 の 伝 説 』 第t-一葉 が 刊 行 され る。 ユ ゴ ー は ,そ の 後
まもな く,本 格 的 に 『サ タ ンの 終 り』.の執 筆 に 取 りか か る。11月16日の ノー ト
に,ユゴーぽ 「わたUよrサ タンの終 り』 に再 び取 りかか った1『)と乱 て
いる。この時 か ら,1860年4月15日まで,『サ タンの終 り』 は順調に進め られ,
ほとんど完成す るかの ように,思われた。
この制作段階では,〈 地上外〉 と 〈地上〉の二つの部分 が並行 して執筆 され
ている。特 に,〈地上外〉 皿 と く十 字架>LeGibetの挿話が完成 してい るが,
この完成は 『サタ ンの終 り』 の完成が真近かに迫 ってい ることを示す ものであ
る。 ・
ここで扱われてい る く十字架〉 の挿話 は,ほ とん ど 『聖書』か ら生 じた もの
であるが,勿 論,『 聖書』の翻訳ではない。
「福音書の元読むに耐 え得 る,美 しい唯デの翻案 がフラ ンス語 で残 ってい る
と云われる時,『 サ タンの終 り』の イエズス ・キ リス トは非常に高め られた存
(46)
在とな る で あ ろ う。」 と チ ボ 一一デTh三baudetは云 っ一(いる が,ま さに そσ)通り
であ る。 ヴ ァ レ リーVal6ry,Paulは,「ボ ー ドレー ル の 位置 」 で 次 の よ う に 述
べて い る。 「この 古 稀 の 芸 術 家,文 名 隠 れ もな い この 老 翁 は,『 青 銅 の 索 」 に於
いて,r神』に於 い て,'r大魔 王 の 末 期 』に 於 い て,ゴ ー テ ィエ の 死 を歌 った 一・一篇
に於 い て 。 詩 的 力量 の 極 致 に ,作 詩 者 と して の 高 貴 な 造 詣 の 極 致 に 達 して お る
(47)
ので あ ります 」。当時 ユ ゴ ー の 書 く もの は す べ て,ヴ ァ レ リー が 云 う よ う に,芸
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術 の 極 致 に 達 して い た と云 え る 。 だ が,こ れ ほ ど ま で の 作 品 『サ タ ンの終 り』
が,こ れ ほ ど まで に 読 ま れ ない の も珍 ら しい こ と で あ る。
さて,こ の 「十 字 架 」 の 挿 話 は,「 ユ ダ ヤ」La∫rdee,「イ エ ス ・キ リス ト」
」9stis-Cltrist,「十 字 架 上 の キ リス ト」Le(ンμc萌ガ θ)3っの 部 分 か ら成 り立 っ
て い る 。 ロー マ 皇 帝 の 圧 制 に 苦 しむ ユ ダ ヤの 姿 を描 写 す る こ とか ら始 ま って,
キ リス トの 死 に ょ って 終 って い るが,そ の 大 部 分 は 『聖 書 』 に も とつ い た もの
で あ る。 つ ま り,こ こ で描 か れ て い るの は,.ユ ゴ ー 自身 に よ っ て解 釈 され た
『聖 書 』 な の で あ る。 な か に は,『 聖 書 』 の 翻 訳 か と思 え る箇 所 も幾 つ か あ る。
繊 ば,レ ヴ ィ.マ テ オL6;llM。tthi。u(セコ伝,2章11節 ～ ・3節,マ テオ
・伝 ,9章9節 ～13節,ル 力 伝5章27～39節),ぶ ど うの 木 と枝(ヨ ハ ネ15章1
節 ～8節).等 々,・ 『聖 書 』`と全 く同 じ内容 を扱 っ てい る。 この 他 特 に,ゲ ッセ
マ ニの 園Geths6mani、、で 苦 しみ の 裡 に 祈 る イ エ ス(tv力伝,.22章42節)と,
最 後 の 晩 餐.(ルカ 伝,・22章17節～20節)の 場 面 は,あ ま りに も有 名 で あ る の




















他方,こ れ と は 全 く逆 に,r聖 書 』 に は ま る で 存 在 し な い 内 容 も か な り多 く
含 まれ て い るP例 え ば,が ラ ッ パBarabbasに 関 す る描 写 が そ の 代 表 的 な も の
であ る 。 ・ ,・
「聖書』は,バ ラッパに関 しては,次 の ことを述べてい るだけで ある。 「人
人は 〈その男 を殺 せ,バ ラッパ をゆるせ〉 とい っせいに叫 んだ。 バ ラッパは,
町に起 った暴動 と殺人のか どで,投 獄 されてい た。 ピ.ラトはi,イエズスをゆ る
そうと思 って,も う一度人 々に話 したが,人 々は 〈その男 を十字架につけ よ,
十字架につけよ〉 と叫 んだ;ビ ラ,トはその求 めに おう、じようときめた。
そして,人 々が求め るままに,暴 動 と殺人のか どで投獄 されていたバ ラッパを
(49)
ゆるし,イ エズスを,か れ らの思いの ままにさせた。」
『聖書』 では,バ ラッパに関 して,こ れ以上の ことについては何 も語 られて
いないが,ユ ゴーは,そ の後の バラッパの姿 を,つ ま り,バ ラッパの後 日語 を
表明 したのである。ここでは,極 度に堕落 した人間に対す るユゴーの心境 が,
殺人者であ り盗賊 であるバ ラッパ を通 して,鮮 明に描 き出 されてい る の で あ
る。
群衆の熱狂的な気紛れに よって解放 され たバ ラ ッパは,夢 遊病者の ように暗
闇のなか をさまよう。彼の無意識 な歩みは,彼 をカル ワ リオの丘LeCalvaire
に導 く。そこで,彼 はtinにまみれたイエス ・キ リス トの十字架にぶつか り驚愕
する。罪人 である自分が釈放 され,無 実の人 が十字架につけ られ たのだ!パ











これは,ま さに,全 人類に対す るユゴーの強烈な非難以外の何 もの で もな






ユ ゴ ー は,こ の 雷 の 轟 きの 原 因 を,「 誰 か が 地 下 で 笑 っ て い た 」 の だ と表明
して い るが,こ の 〈誰 か 〉 とは,実 は,サ タ ンで あ り,悪 の 根 源 で あ る イ ジス
・ リ リ トな の で あ る。 イ ジ ス ・ リ リ トは,ゲ ッセ マ ニの 園 以 来,絶 え ず イ エス
・キ リズ トの 様 子 を窺 い ,す き を狙 って い た の だ が,こ こ で 再 び,出 現 し,そ
の 存 在 を告 げ知 らせ て い るの で あ るご ・
ザ ン トー ルZumthor,.Paulは,バ ラ ッパ に つ い て 次 の よ うに 述 べ てい る。
「彼 は 光 の 勝 利 者 で あ る と同 時 に,'無知 の 存 在 で あ り,犠 牲 者 で あ りi証 人 で
あ る。 彼 はiこ の 唯 一 の 出来 事 に 於 て,魔 術 師 た ち の 主 な殺 人 者1'こよ って 支え
(52)
られ て い る。 恥 辱 を,,奇蹟 的 に 自覚 させ られ た 民 衆 で あ る。」
「2っ の 異 な った愛 しか た」Descxdi.fferentes細疵 γ¢S、d'aimerもまた,
.
、-
『聖書』にない箇所であるが,こ の ドラマチ ックな場面は一篇の詩 として完全
一30一
なものであ り,独 立 した詩篇 として別 に鑑賞す ることので きる作品である ・ こ
こでは 〈2っの愛〉がみ ごとに描 き出 されてい るが,紙 面の都合で引用は控 え
ることにす る。`一`'・"
ユゴーは,こ の詩篇 で,イ エス ・キ リス トに対 す る聖 母マ リア とマ グダラの
マリアの愛 を描 き出してい る。つま り,人 間的 な思考か ら,人 間的に,ま た人
情的にイエスを愛す るマ グダ ラのマ リアの姿 と,イ エスの使命 を悟 り,神 の御
旨に従い,神 を愛 し,そ の御子 を愛 してい る聖母マ リアの姿 とを対立 させてい
るのである。特 に,最 後 の一句,
(53)
Lam壱reensanglotantluifaitsignequenoh.
この詩句には,聖 母マ リアのはか り知れ ない苦 しみ と愛 とが秘 め ら れ て お
り,死の瞬間 にキ リス トの発す る叫 び声,「 私の神 よ,私 ∂)神よ,な ぜ私 を見
すてられたのですか∫5雰・同時に想起 させられ,・人n‖配 剛 とに軋 む母子の
姿が彷彿 として くる。
〈地上外〉 阻 よ,『 サ タンの終 り』の 中心部 をなす もので あるが,「 暗闇に
於けるサ タン」,「天使 リベル テ」L'Ange五bθ権 の二つの部分か ら成 ってい
る。
「暗闇に於け るサ タン」 に関 しては,す でに,少 し述べ たが,そ の第9章 で
は,神 を呪い,人 間 を嫉妬 し,悪 の世界 を築 き上げ ようと誓 うサ タンが,不 眠
に悩まされ,苦 悶状態に酷い る様相が描 かれてい る。
ユゴーに よれば,眠 ることがで きるとい うごとは,そ の人 の心が寛いでい る
ことを示す ものであ り,平 安な世界(神 の世界)に い ることを示す もの で あ
る。それは自由の世界 であ る。サ タンは,少 しずつ善的要素 を表明す ることに
よって,次 第 に安眠 を得 るようにな る。だが一方;…人間の生 き血 を吸い,「屍肉
を喰 う悪の全 き行動者,イ ジズ ・リリ トは,父 親が安 らかに眠 ってい るの を知





この 〈jelehais>は,サタンが暗闇のなかで最初に発す る 〈Je1'aime>と
全 く対照的 な叫びであ る。か くて,堕 落 した天使,サ タンと,幻 影で しかない
イジスとの間に先金な る対立関係が生 じる。
「天使 リベルテ」では,崇 高なる場面,「 オラ ンピオの頭 蓋骨 か ら生 じた最
も美 しい神話」 と,イ ジス とりベルテとの戦いの場面 とが展開す る。
天使 リベルテは,イ ジス と同 じく,サ タンの娘である。彼女は,.大天使(サ
タン)が 天界か ら墜落す る際 に,「 まっくらな深淵 の縁」に落 とした一・枚の羽
(56)
に神の意志が加わ ってで きた娘 であ る。つま り,「 天国 と地 獄の娘」である。
彼女は,そ の名前 リベルテが示 すように,自 由 を象徴す る。彼女は,神 の使者
ピら
として悪の世界 に下降 し,父 であ るサ タンを苦 しみか ら解放す るが,こ こで,
次の ような人物構成 を知 っておかなければな らない。
神 〈一 〉天使 リベルテ(善 の行動者)
サ タン 〈一 〉 イジス ・リリ ト(悪の行動者)
天使 リベルテは,下 降の途 中,「 ゴルゴ タの丘の頂 きに立 った十字架の よう
(5?)
に,両 手 を広暁 行手 を遮 る」者に出会 う。その邪魔者は彼女の妹,イ ジス ・
リリ トであ る。激怒 した悪神 イジスが善の存在 を許す筈がなか った。た とえ父
親であろ うと,異 母姉 であろ うと,悪 の世界 に善 をもた らす ような存在は許せ
ないのだ。彼女 は姉の りベルテ を滅 ぼ さな ければな らなか つた。.だが・ しょせ
ん暗闇から作 られた幻影 であ り,虚 無な る存在で しかない イジスが,神 の光の














憎悪 と復讐に心 を燃 やす反面,悔 悟 と神への愛 に懊悩す るサタンを眼の前に















娘 の 激 励 す る こ の 言 葉 を 聞 い た サ タ ン は,、、ま る で 混 沌 た る 戦 場 の:よ う.な 状
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態」になるが,こ れは,サ タンの体内で善 と悪 とが奮戦 してい るごとを暗示し
た ものである。






サタンは悪 より善 を選び,娘 の意向に同意す るが,彼 の発す る言葉は,唯 一
言 くVa!〉(行け!)で ある'。この命令法の くva!〉は,「静観詩集∫に於ては,
神が人間に向かって,「 神』に於ては,神 が御子 イエス ・キ リス トに向かって
(62)
発 した言葉であるが,「 進歩に向か ってまっす ぐ進め」 を意味する。これは,
ユゴーの終生を貫 く く人類進歩〉の哲学に直接結 びつ くものであ り,ユ ゴーの
〈進歩〉の理論には欠 くことので きない言葉である。 一 ㍉ ・
進歩と理想の光明を追求 しようとす るサ タンの この気持はLj:〈va1〉とい う言
葉 を通 して,始 めて娘の気持 と一致 し,完 全なる結合 を見 るのであるが,こ の
結合 こそ,ま さに 『サ タンの終 り』の結論 であ り,神 とサタンとの和解なので
ある。すなわ ち,サ タンとその娘 リベルテが別に離れ,少 しも結合の気配を示
そうとしない限 り,こ の世は暗憺 たる滅亡の世界 と化すが,両 者が互いに接近
し,完 全に…致す る時,サ タンは神 から赦 され,以 前の天使 の姿に戻・り,悪の
根源は絶滅 して,こ の世は黄金の楽園どな るのである。
この世が少 しで も善の方向に進むとすれば,そ れは神の娘であ り,サ タンの







セ リエは,サ タ ン と娘 リベ ル テ の関 係 に,ユ ゴ ・一とreレオ ポル デ ィー ヌL60-
poldineとの 関 係 を結 び つ け,次 の よ うに述 べ て い る。 「不 眠 と夢 想 に 悩 ま さ
れ,神 が存 在 しな い の で は な い か とい う不 安 か ら生 じ る苦 悶 に よ っ て 責 め 呵 ま
され た孤 独 な サ タ ンの 精 神 状 態 は,r静 観 詩 集 」 を書 い て い る ユ ゴ ニ の 精 神 状
態である。つま り・空 を眺めながら・不眠におそわれた詩人 もまた・恐慌の念
に捉えられていたのである。この苦悶か ら逃れ るために,サ タンと詩人には,
誰か仲介者が必要なのである。次の ような聰明な考察は,精 神分析学者 ボー ド
ワンBaudouin,Charlesに負 うものである。つま り,〈ユゴーの最愛の娘 レオポ
ルディー ヌが天使 リペルテと混同され るのは,詩 人の魂の領域に於 てである〉
と。ユゴーが苦 しみ,恥 ずか しい思い をしてい るのは,自 分 の娘のためである
が,だ が彼は,転 換性の原理に よって,娘 の死が 自分 に罪 をあがな う手段 をも
たらして くれ ると考 えてい るのであ る。彼女は彼の守護天使 とな っ た の であ
る。彼女は彼 を天国に結 びつけてい るのである。眠 っそい るサ タンに く崇拝す
べき処女〉 が語 りかける次の言葉は,『ユゴーが眠 りの うちに聞いてい る言葉,







天使 リベル テは,自 発的にユゴーを解放す るの であ る。 くああ!わ たしが
あなたたちにわた しのことを語 ってい る時,・わた しがあなたたちに語 っている
ことは,あ なたたちの ことなのです〉 と 『静観詩集』の詩人は書いてい る。サ
(64)
タ ンは,ユ ゴ ー が そ うで あ るが,人 類 の 象 徴 で もあ る。」
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こ こ で,さ きに 示 した 人 物 構 成 は,さ らに 拡 大 され,次 の よ うに な る。
神 〈.、 〉 天 使 リベ ル テ ・'
サ タ ン 〈 〉 イ ジ ス ・ リ リ ト
、 ジ ャ ン ・ヴ ァル ジ ャ ン 〈 〉 ミ リエ ル 司教
ユ ゴ ー(人 聞)〈 〉 レオ ポル デ ィ「 ヌ
だ が,こ の 構 成 も,最 終 的 に は,〈 進 歩 の 極 限 で は もは や く悪 〉 は 存 在 しな
い 〉.とい うユ ゴ ー独 特 の 思 想 に よ っ て,次 の よ うな 等 式 に 帰 着 す る 。
〈救 霊 を得 た サ タ ンー 救 霊 を得 た ジ ャ ン ・ヴ ァル ジ ャ ン=救 霊 を得 た ユ ゴ ー
〒 救 霊 を得 た人 間 〉 、.
っ ま り,こ の 世の 存 在 物 は,最 終 的 に は,す べ て神 の 国 に入 る こ、とに な るの
である。'
以上のζとを総合す ると,『 サ タンの終 り』 は,す でに完成 したかの ように
思え るが,ユ ゴーの構想に於ては,ま だ重要 なことが欠けてい る。カルバ リオ
の兵の劇的場ttと・ バスチーユ監獄Bastil!eの劇的場面 とを結びつけることが
残 ってい るのである。だが,「 バスチーユ」にっいては,ま だ何 も書かれてい
ない し,「 赦 されたサ タン」の部分 で さえ,ま だ完成 していないのであ る。
「バスナーユ」に関 しては,ユ ゴーの死後発見 された ノー トに,次 の ような
記述が見 られ る。 「バスチーユ監獄か ら,1人 の巨大な存在,幽 霊であ り,鉄
板 而の男である人物 を生 じさせ る。彼は,仮 面を剥 ぐと,次 の よ う に云 う。
〈わた しは く民衆〉である。今 日まで,わ た しの名前は知 られ なかった6わ た
しは 《人間》 である。〉 そ して,彼 はジ 次の ような叫 び声 を発す る。 〈自由
(65)
よ!〉。 《自由〉 は降 りて くる。」
ユゴーは,こ こで,人 間の解撤 と自由を,完 全な叙事詩 として描 き出すつも
りでいたのであ る。ゴル ゴ タの丘 をバスチーユに結びつける と い う この試み
は,ユ ゴーの どの作品に も,『 諸 世紀の 伝説』に於て さえ も見 られない もので
あ る。 それだけに,こ の作品が完成 しなか った とい うことは,.大変残念 なこと
である。
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1860年4月7日,ユ ゴ ー は,「 暗 闇 に 於 け る サ タ ン」 の 独 白 に 挿 入 す べ き三
つの歌,「 小 鳥 の 歌 」Chansondesoisea"x,「星 辰 の 歌 」Chantdesastres,
「天 使 の 歌 」Hymnedesangesを 作 制 し よ う と決 心 す る 。 そ して ・4月11日
には,す で に,最 初 の 「小 鳥 の 歌 」 に 着 手 し,・15日に は そ れ を完 了 し て い る。
また,4月7日 に は,「 サ タ ンの 終 り』 の 全 体 的 な 統 一 を は か る た め に,1年
以内に,作 品 全 体 を読 み か え そ う と決 心 して い る 。 これ は ・ ユ ゴ ー が ・ ま だ
『サ タ ンの 終 り』 の 刊 行 を あ ま り急 い で い な い こ と を示 す もの で あ る。
4月25日,ユ ゴ ー は,手 帳 に,「 わ た しは,今 日,原 稿 の 入 った トラ ン クか
ら 『レ ・ ミゼ ラ ブ ル 』 の 原 稿 を取 り.だした 。」 と記 し,12月30日 に は,次 の よ
うな記 述 を行 な っ て い る 。
「...今H,わた し は 『レ ・ ミゼ ラ ブ ル』 を書 き始 め た 。4月26日 か ら5月12
1ヨにか け て,い ま ま で の 原 稿 を読 み か え した 。5月12日 か ら12月30日に わ た る
7カ月 間 は,12年 前 に 書 か れ た こ と と,今 日 これ か ら書 くこ とが,構 成 上 完 全
に一致 して い な け れ ば な らな い の で,い つ も念 頭 に あ る こ の 作 品 の 全 容 を改 め
て明 らか に し な が ら,細 部 に わ た っ て じ っ く り と検 討 しな お して きた 。それ に,
この 骨 組 は,も うが っ ち りで きあ が って い る。わ が こ と成 れ りだ 。Provisares・
今Hか ら,ふ た た び,(今度 こ そ は,ぜ ひ と も最 後 ま で 続 け た い もの だ が)1848
(66)
年2、月22日以来中断 され ていた仕事に と りかかろ う。」
この記述はユ ゴーの 『レ ・ミゼ ラブル』に対 す る情熱 をはっ きりと示 してい
るが,『サ タンの終 り』'の成立過程 を想起 させ る ものであ る。つ ま り,「わた し
は,今 日,原 稿 の入 った トランクか ら 『レ ・ミゼ ラブル』 の原稿 を 取 りだ し
た。」は,1959年11月16日の 「わた しは,『サ タンの終 り」 にふたたび取 りかか
った。」に,「い ままでの原稿 を読みかえ した。__今 日これか ら書 くことが,
構成上完全 に一致 していなけれ ばな らないので__」 は,「「サ タンの終 り』 の
全体的な統=を はか るために,1年 以 内に,作 品全体 を読みかえそ うと……」
に照応 してい る し,「 い っ も念頭にあ るこの作品」 は,こ れまでの考察 から も
判るように,た だちに 『サ タンの終 り』 を喚起 させ る。 したが って,『 レ・ミ
ゼラブル』に よる 『サ タンの終 り』 の中断は,決 して †サ タンの終 り』の く永
一37一
遠の中止〉 を意味す る ものではない。 とい うの も,『 レ ・ミゼ ラブル』が完成
す るまでには,・「サ:タンの終 り』 と同 じように,何 度 も期間の長い 中断 を蒙っ
てい るか らである。
実際,ユ ゴーは,1868年5月5日,次 の ように断言 してい る。「わた しの『サ
ドラマ
タンの終 り』は,同 時 に,様 々な登場人物 と1っ の筋 を持 った劇 とな り,一般
(67)
に考え られてい る叙事詩 となるであろ う6」また,1872年4月,ユ ゴーは,r恐
るべ き年』1'Anneeterribleを出版す るが,そ の裏表紙に,『 サ タンの終 り』
と 『神』 の近刊予告 を載せ,そ の創作意欲 を示 してい る。 だが,そ れ以後,
rサタンの終 り」の名前は完全 に跡 を絶ち,ど こに も見 られ ない。
『サ タンの終 り』 は どうなって しまったのであろうか?死 後発見 された原
稿 を見て も依然 として1860年4月に書かれ た状態 をその まま保 ってい るのであ
る。"
執筆の気力 を失 って しまったのであろうか?ザ ン トー ル が云 ってい る よう
に,.:「ユ ゴーには,大 きな作品を執筆 し続 ける十分 なる精神的 自由が欠 けてい
(68)
た」のであろうか?ど んで もない ことで ある。 ユゴーは ヴ ァクリに宛てた手
紙で,.次の ように述べてい る。「わた しは決 してふけ こんでい ない つ もりです・
それ どころか,さ らに大 き く成長 してい ると思 ってお ります。勿論,死 期の近
づいてい ることは承知 してお ります。 しか し,かそれに もかかわ らず,こ れほど
若々 し くい られ るのは,魂 が亡びない とい うなに よ りの証拠 です!肉 体は衰
えてお りますが,思 考 力は増大 してお ります。わた しの老いには開花 があるの
です。わたしは,未 知なる曙にの って上昇 してい るような感 じを受けてお りま
(69)
す 。 わ た し は,永 遠 に若 者 で あ ります.:_・」 事 実,ユ ゴ ー は,そ の 後,巨 大 な
叙 事 詩 『レ ・ ミゼ ラ ブル 』 を始 め と して,『 海 に 働 く人 々 』LesTravailleurs
delaMer,『笑 う男 』1'Hommequirit,『諸 世 紀 の 伝 説 』 第 二 集,第 三 集,
「恐 るべ き年 」 『お じい さ ん ぶ り」1'Artd'etregrand-pere,『精 神 め 四 方 の風 』
Quatre,Ve"tsdel'EsPrit,『93年」Quatre-vingt-7rei2e等々,数 多 くの 作 品
を手 掛 け,完 成 して い る。 そ の 旺 盛 な 想 像 力 は,確 か に,永 遠 の 若 さ を感 じさ
せ る。・
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ザン トー ル をは じめ,幾 人 かの 研究者 は,rサ タンの終 り』 が未完 なのは,
ユゴーの計画的 な意図に よるものであるとしてい る。、「彼(ユ ゴー)が その最
も偉大な作品 『神』,『サ タンの終 り』の主要部分 を取 り除 き,そ の作品 を未完
成のままに しておい たのは,ミ ケ ランジェロMichel-AngeやロダンRodinと
(70)
同じように故意にそ うしたのである。」 「時がたつにつ れ て,・未完の大建築物
は,崩 壊 しかか った記念建造物に似 て くる。 そ して,そ れは,入 間の無 力では
なく,時の無力 を証明 するあの残骸に結びつ き,・不思議な魅 力を獲得す るよう
(71)
にな る。」 「そ れ は,ま さに,バ ベ ル の 塔1atourde'Babelであ る。 入 間 の 神
格化に失敗 した作品であ る,e…1・∵・ユゴーは,自 分 を凌駕す,る力量に天分が従
ってい ることを承知 していた し,ま た,革 命の詩 は,革 命 その もの と同 じよう
に,歴 史が続 く賦 つねに 作 り続}ナられてぽ という注 脚 っ](～た52)
つまり,革命の詩は,終ることのない未完成な作品でなけばならな いの であ
る 。.'E[{1'・'・t
こうい った考 え方は,確 かに,'ある面ではゴE当であると云 えるし]'ユゴーに
対する一番好意的 な態度 とな るであろう。だが,ユ ゴーの本意は見間 違いな く
作品の未完成化 にあったのであろ うか?そ うだ とすれば,ユ ゴ ーはなぜ バス
チー壕 略の部分を一行緯 かなかったのであろうか?あ 鵠 は三 こ叫
が,か えって作品の謎が深 ま り,一 層神秘的な魅 力を持 つことになると云 うか
も知れないが,ユ ゴーの性質 や気質か ら考察すれば,少 な くとも,カ ル ヴァ リ
オの丘 と バスチー ユ牢獄 とを結びつけ る 簡単な叙 述が,作 品 として行なわれ
た筈である。だが,「カル ヴァリオの丘」 と 「バスチーユ」 とを結 びつけるこ
とは,極 めて困難 な ことであ る。 特 に,ユ ゴーに とって,バ スチーユの攻略
は,つ い最近行 なわれたばか りの ことであるので,そ れ を客観的に とらえ,そ
の歴史的素材 と彼 の思考 とを叙事詩風 に結 びつけ ることは,不 可能だ ったのか
き
も知 れ な い 。'tメ リ ーEniery,Leonの 指 摘 す る よ うに,「 ユ ゴ ー は,バ ス チ
(73)一ユ攻略の描写 をあ きらめて」 しまっていたのであろうか?い つ れ に し て
も,『 サタンθ)終り』 が未完である真の理 由は,ユ ゴー自身に よって しか表明
されないであ ろう。わたしの考 えでは,も し,1855年の 『静観詩集」 に よる中
一39一
断,そ の後の く墳墓の亡霊〉の忠告,ま た,1857年の エツェルの意見がなかっ
たな らば,当 然 今 日とは別の形になったであろ うが,「 サタンの終 り』 は,
完全 なる叙事詩 として,そ の堂々たる姿 を現 わしていた と思 う。Lだが,た と
え,.『サタンの終 り』が未完成 であったとして も,こ の作品がかな り程度の高







































Hugo(Victor):LaFindeSaian.-Gal]imard,1950.P.912,(」 以 後 ,FS.





















































(47)「 ヴ ァ レ リ 一一全 集 』 第6巻 。 筑 摩 書 房 。P・187・
(/18)F.S.P.852,854.






(54)『 聖 書 』,『 マ ル コ 』 第15章34節
(55)F,S.P.922.
(56)F.S.P.809.
(57)F.S.P.925.
(58)F.S.P.926.
(59)F.S.P.927N930.
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F、S.P.931.、.
F,S.P.930.
Hugo(Victor:Dieu.一 －Gallimard,i950,P.1061.
F,S.P,940.
注(5)の 書 。P.1617…1618,
F.S.P.1278.
注(3)の 書 。TomeX,P.1593,TomeXI,P.40.
ibid.TomeXI,P.1615. 、
注(52)の 書 。P.305.
注(3)の 書 。TomeXIV,P.1260～1261.
注(52)の 書oP.306.
注(3)の 書 。TomeXI,P.1616.
注(52)の 書oP.320～321.
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